
宣 言 日 令和６年　2月　26日

住 所 埼玉県さいたま市岩槻区笹久保新田550番地

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社プラコー

代表者役職 氏名 代表取締役社長　古野 孝志

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

プラスチック再生ペレット装置の販売を促
進し、プラスチック廃棄物の削減とリサイク
ルを目指す。
＜（現状値）2023年の数値＞
販売実績：５台

＜2030年に向けた指標＞

販売台数を30台とする。

＜３年後に向けた指標＞

販売台数を10台とする。

①社員の労働安全衛生を改善し、労災を
起こさない会社を目指す。
②多様な働き方を推進する。
＜（現状値）2023年の数値＞
①1件有り
②高齢者の雇用割合：12％（10名）

＜2030年に向けた指標＞

①労災ゼロ　②高齢者の雇用割合　30％

＜３年後に向けた指標＞

①労災ゼロ　②高齢者の雇用割合　20％

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

コピー用紙の使用枚数の削減30％　2020年比

＜３年後に向けた指標＞
環境

コピー用紙の使用枚数の削減15％　2020年比

FAXや、回覧用資料を電子化し、ペーパー
レスに努め、コピー用紙の削減に取り組
む。
＜（現状値）2023年の数値＞
年間：約35,000枚
※2020年の数値：年間約30,000枚

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

弊社は、1960年創業以来、プラスチック押出機・リサイクル機器のメーカーとして培った技術と経験を
基に、真の環境社会の現実を目指し、プラスチック廃棄物等の削減やリサイクルを通じてCO2削減を進

めて参ります。
この取り組みはSDGs（持続可能な開発目標）達成に貢献するものと考え、より積極的に行動して参り
ます。

株式会社プラコー

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


